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はしがき

私たちは，平成１６年度から３年間の計画で，日本学術振興会科学研究費補助金・基

盤研究（B）『高等学校における離散数学を中心とした新たな教材の開発研究』を行っ

てまいりました。この報告書は，わが国の高等学校の数学科に新たな内容として「離

散数学」を導入することに関して毎月１回ぐらいの割合で研究会を開き，実証的に研

究を行ってきたこれまでの３年間の成果をまとめたものです。

わが国の高等学校の数学教育は，昭和１０年代後半から微分・積分を唯一の頂点とし

て，できるだけ多くの生徒をこの頂点に到達することを目指してきました。このような

できるだけ多くの生徒に微分･積分の考え方を身に付けさせたいということ自体は高く

評価されるべきことと思います。しかし，現在は，高等学校への進学率が約９７％に達し

ており，国立教育政策研究所教育課程センター・高等学校教育課程実施状況調査や

ＯＥＣＤ･生徒の学習到達度調査（PISA）によって，少なからずの高校生が数学の理解に

困難を感じたり，数学への興味・関心や数学の社会的有用性についての意識が低かった

りなどという問題点が指摘されております。そこで，このような生徒たちでも数学の学

習において成就感を得られるような，また数学の社会的有用性がより一層感じられるよ

うな,微分｡､積分とは異なる数学の頂点を作ることができないかと考えました。「離散数

学」はそのような頂点の一つとなる可能性を持っているのではないでしょうか。

この研究は，数学者，数学教師，数学教育研究者の共同で行われており，さらに，

研究メンバー以外の多くの方々のご協力を得て行われております。高等学校の数学科

の教育課程に新しい内容を導入するかどうかは，数学，社会，生徒などの多方面から

の検討が必要だからです。

なお，本報告書に示されている考えは，個人の考えを述べたものであり，所属機関

を代表して述べたものではありません。

お'忙しい中,本研究にご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げます｡また，

本研究全般を通してお助けいただきました熊岡昌子さんにも心より感謝申し上げます。

平成１９年３月

長崎栄
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I・高等学校への離散数学の導入
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高等学校へ導入する離散数学の教育課程への位置付け

高等学校への離散数学の導入に関する諸外国の動向（中間報告書の要約）

Ⅱ日本の高等学校で指導する離散数学の指導目標・内容・用語の案
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高等学校における「離散数学」の指導目標・内容・用語の案

Ⅲ授業研究を通した離散数学の授業とその評価

離散的なものの見方・考え方の重要‘性

～鳩の巣原理の授業における評価方法について～

簡単な「鳩ノ巣原理」の考え方と証明一考え方から証明へ－

離散グラフの高等学校への導入にともなう評価の研究
一グループ学習による問題づくりを通して一

離散数学で論証を学ぶ

Ⅳ、離散数学の教科書記述例

「離散グラフ」の教科書記述例に関する一考察
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Ｖ、高等学校への離散数学の導入に関する数学教育関係者の意見

「離散数学」を高等学校に導入する視点
離散数学における問題の教材化について
離散数学の高等学校への導入について

離散数学を高校数学に導入することに関する意見
生きている数学、成長し続けている数学を生徒の手に

離散数学を高等学校に導入することについて
離散数学の導入について考えること
創造性の基礎の育成と離散数学
「異文化共生」「専門教育としての普通科目」の視点から
離散数学の高等学校への導入に関して
離散数学の高校数学への導入について

離散数学の高校数学への導入に対する期待と不安
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